
令和６年度
愛媛県被災宅地危険度判定士養成講習会
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 (公社)全国宅地擁壁技術協会について

 被災宅地危険度判定技術について

 判定票を作成してみよう
①宅地編/擁壁編 ②宅地編/のり面編

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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宅地擁壁の設計及び施工に関する調査研究及び技術開発を行い、そ
の成果の普及を図ることにより、安全で良質な宅地の供給に貢献し、
もって国民生活の向上に寄与する

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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(公社)全国宅地擁壁技術協会について

【目的】

昭和61年 会員89社で全国宅地擁壁協会が発足
平成４年 社団法人として全国宅地擁壁技術協会が発足（189社）
平成７年 建設省からの依頼に基づき擁壁製造工場評定を実施
平成８年 阪神・淡路大震災の活動に対し建設大臣から感謝状を受章
平成９年 被災宅地連絡協議会が設立され事務局を担当
平成15年 被災宅地危険度判定士養成講習会への講師派遣を開始
平成17年 大臣認定擁壁製造工場認証機関第１号として登録される
平成24年 東日本大震災の活動に対し国土交通大臣から感謝状を受章
平成25年 公益社団法人に移行
平成25年 建設事業関係優良団体として国土交通大臣から表彰状を受章
平成28年 熊本地震の活動に対し国土交通大臣から感謝状を受章

【協会の歩み】



宅地擁壁の設計及び施工に関して
調査研究及び技術開発
技術者の養成
情報資料の収集、提供
図書などの刊行、講演会の開催

宅地擁壁の所定の品質確保のための
製造工場調査・認証

被災宅地に関する活動
被災地への視察と情報収集
被災地への被災宅地危険度判定士の派遣
被災宅地危険度判定実施本部への技術者派遣
被災宅地危険度判定士養成講習会への講師派遣

の事業を行っています。

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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(公社)全国宅地擁壁技術協会について

【事業概要】



公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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❐被災宅地に関する具体的な活動

被災宅地危険度判定実施本部の支援

被災宅地危険度判定活動

被災宅地相談窓口業務

被災直後 被災数週間後被災前

判定士養成講習会

判定士養成実地研修

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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都道府県の災害対策本部における支援業務

都道府県の災害対策本部における支援の要請を受け、支援員を派遣し
ます。

当該地区は、都道府県の災害対策本部における支援の要請を受諾した
場合には、地区災害時対策本部を設置し、支援派遣候補を選定して派遣
の準備を行い、都道府県の災害対策本部における支援業務を行います。

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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❐被災宅地支援活動のフロー

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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⚫ 『被災宅地危険度判定連絡協議会』の事務局は
【(公社)全国宅地擁壁技術協会】内に置かれている

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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それでは本題の
判定士養成講習会の
講義に入ります

14
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被災宅地危険度判定関係

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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ここでの構成

• Ｐａｒｔ Ⅰ： 基本事項編

• Ｐａｒｔ Ⅱ： 調査票の共通事項編

• Ｐａｒｔ Ⅲ： 宅地擁壁の調査票

• Ｐａｒｔ Ⅳ： 宅地・のり面の調査票

• Ｐａｔｒ Ⅴ： その他

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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Ｐａｒｔ Ⅰ： 基本事項編

•総則・目的

•適用

•調査の内容、

準備、実施

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会
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１．１ 目的

１．２ 適用

【調査対象施設】
①擁壁
②宅盤、切土・盛土のり面及び自然斜面
③排水施設
④その他

市町村において災害対策本部が設置される事となる規模の地震または降雨（以下「大地
震等」という。）により多くの宅地が広範囲に被災した場合に被害状況調査及び危険度判定
を実施し、避難等による二次災害の軽減・防止に資することを目的とする。

大地震等により広範囲に大規模な宅地の被害が発生した場合に、擁壁等の被害状況調
査及び危険度判定を行う場合に適用する。

擁壁 宅盤 のり面 排水施設

注）今後その宅地に住み続けて行くことが出来るかどうかの判定ではない

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－１
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表１－１ 調査内容

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－２
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２．１ 調査の目的および体制

調査は、被災を受けた区域全域を対象に被害状況の概略を把握するとともに、二次災害
につながる可能性のある被害を発見するために行うもので、目視できる範囲の箇所を緊急
的に調査する。
調査チームの構成は、被災宅地危険度判定士を含む3～4名程度を標準とする。

①被害状況確認（擁壁） ②被害状況確認（宅盤） ③被害状況の詳細調査 ④調査結果の掲示

被災宅地危険度判定士を含む3～4人が1組になって、調査票等の定められた客観

的な基準により、目視できる範囲の箇所について被害状況を調査し、その結果をもと
に危険度を判定します。
その際、危険と思われる宅地には立ち入らないで調査することもあります。

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－４
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表２－１ 調査に必要な機器・用具

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－６

区分 判定資機材
準 備 者

備 考
依頼側 派遣側 判定士

Ａ

最

低

必

要

な

も

の

★ 認定登録証

★ 腕章

★ 判定調査票

★ 判定ステッカー（ビニール被覆）

★ 判定マニュアル・手引

★ ヘルメット用シール

ヘルメット

住宅地図（コピー可） 分散保管

筆記用具（赤・黒マーカー供）

バインダー（下敷き）

※ バインダーが入るビニール袋

スラントルール（勾配儀）

ガムテープ（布製）

針金ピン（手引P9参照）

※ 雨具

※ 防寒具（ジャンバー、ミニカイロ）

※ 水筒

※ マスク

デジタルカメラ（電池、記録用カード）

黒板（ホワイトボード、ボール紙等）

コンベックス（巻尺）

懐中電灯

軍手

ナップサック

はさみ、のり

携帯電話

パソコン、ＣＤ－ＲＯＭ

クラックスケール

ポール

テープロッド（リボンテープ）

ホイッスル 21



図2-1 擁壁の被害状況調査経路

擁壁の被害状況を把握するためには、図２－１に示す経路で調査する。
これは一般的な調査経路であり、擁壁の被害状況形態により臨機応変に対応し、二次災
害に遭わないように注意すること。

２．４ 調査の実施

擁壁・のり面等の被災状況調査を行い
⇒ 被害の範囲、被害害概況等を白図と調査票に記入

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－７

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

（１）擁壁の被害状況調査
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図2-2 のり面の被害状況調査経路

行きの点検範囲

帰りの点検範囲

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－８

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

（２）のり面の被害状況調査
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表面排水工

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－８、９

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

（３）排水施設の被害状況調査

図2-3 表面排水施設の被害状況例

背面排水工

図2-4 水抜穴の被害状況例
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Ｐａｒｔ Ⅱ： 調査票の共通事項編

•調査票の原則

•記入欄

•記入方法

H20岩手・宮城内陸地震被災宅地危険度判定実施状況

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
25



① 被災宅地１宅地に１枚の調査票

② 同一宅地において複数の被災は、調査票を複
数作成し、共通事項は省略可

③ 無被害の場合は「簡易記録」として被災状況図、
採点は省略可（全景写真のみ撮影する）

④ 調査票への記入は現地踏査時に行う

⑤ 記入者は調査班ごとに決めておく

⑥ 整理は、調査班において相互確認

⑦ 調査票を基に結果一覧表を作成

１．被害状況調査－危険度判定票の原則

被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－１

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－２０

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

調査票の例
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
28



被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－２０

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

調査票の例
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手引き－２０ 擁壁（様式－１）

手引き－２４ 宅地地盤・のり面自然斜面（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

手引き－２０、２４
被災状況図の記入
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被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－２０

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

調査票の例
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平面図

住宅地図は、尺度を
持っているが、
手書きの場合は、概略
の延長が分かるように
記入する。

断面図

高さ、幅の規模を記入。
延長（奥行き）も記入

するとよい。
数字はしっかりと書く。

被災状況図の記入

被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－２０

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－２０

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

調査票の例
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Ｐａｒｔ Ⅲ： 宅地擁壁の調査票

• 擁壁の調査全般

• 適用

• 調査の内容、準備、実施

H21中国・九州北部豪雨の擁壁群の崩壊

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

被災宅地危険度判定士養成講習会

判定マ－１２

35

危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

変状点

加算点

簡易記録
評価点０点
無被害

危険度を判定
簡易記録の採否は
実施本部が判断



宅地擁壁の危険度判定フロー

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１６

基礎点 変状点
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手引き－１４、１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

宅地擁壁の調査表
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擁壁の基礎的条件と基礎点

擁壁の種類を特定する。

38

手引き－１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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注）②④⑤⑥は既存不適格擁壁

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１８宅地擁壁の種類
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練石積

増積み ＜既存不適格擁壁＞

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
40



コンクリート系（プレキャストを含む）

二段 ＜既存不適格擁壁＞

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
41



張出し床版付 ＜既存不適格擁壁＞

空石積 ＜既存不適格擁壁＞

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１４、１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

宅地擁壁の調査表
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擁壁の基礎的条件と基礎点

擁壁の位置の特定

手引き－１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
44



影響範囲

１．７Ｈ

Ｈ

１．０Ｈ

重要度が高い

• ケースＡ：影響範囲に建物・道路が存在する

• ケースＢ：影響範囲に建物・道路が存在しない

図3-1 建物・道路との位置関係

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１９建物・道路との位置関係の把握
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擁壁の基礎的条件と基礎点

擁壁の変状ではなく、設置条件などから配点する。

１．擁壁の種類の特定
２．擁壁の位置の把握

①湧水
②排水施設
③擁壁の高さ

手引き－１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
46

注）簡易記録の場合は採点しなくても良い



区分 項目 分類
配点

備考
Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 ０ 0
擁壁背後地盤からの擁
壁面に対する湧水程度
を示したものである。

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水

施設等

Ⅲ 0 0 ブロック積・雑割積等の
空積みでは、背面排水
施設の設置状況のみに
ついて区分する。

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

Ｈ：最大地上高さ

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１２表３－１ 擁壁の基礎点項目と配点表
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－２０表３－７ 湧水の状況分類表
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－２２表３－１０ 排水施設等の設置状況分類表
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スラントルール

高

さ

右図のような擁壁は、
１：０．３～０．５
（75°～65°）

手引き－５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

擁壁の調査票（勾配・高さ）
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• 一般擁壁は見付け高さ

• 増積み擁壁／擁壁部分と増積部

• 二段擁壁／上部と下部

擁
壁
部
分

上
部

51

増
積
部
分

下
部

手引き－５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

擁壁の調査票（勾配・高さ）



手引き－１４、１５

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

宅地擁壁の調査表
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擁壁の変状の程度（大・中・小）の概要説明

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
53

判定マ－１３

注）簡易記録の場合は採点しなくても良い



擁壁の変状の参考写真

練積みのクラック ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁のクラック 水平移動 不同沈下・目地の開き

ハラミ 傾斜・倒壊 擁壁の折損傾斜・倒壊

崩壊 排水施設の変状支柱の損傷 擁壁背面の水道管の破裂

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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表３－３ 擁壁の変状項目と配点表（１）

✓ １～８は擁壁の種類によって大・中・小を判定する。
✓ ９～１０は擁壁の種類に関係なく判定する。

擁壁の種類・被災項目・程度により配点が違います
内容に応じた配点をします

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４
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配 点 表

小 中 大

項 目 程 度 －－ －－ －－

9．基礎及び
基礎地盤の被害

10

10．排水施設の変状 3 5 7

11．擁壁背面の

水道管等の破裂
10

擁壁の種類には関係なく採点する

56

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４
表３－３ 擁壁の変状項目と配点表（２）



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 練石積クラック （１）

項目／程度 小 中 大

練石積
クラック 2㎜未満 2㎜～20㎜未満 20㎜以上

57

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



表3-3 擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 コンクリート系クラック(１)

項目／程度 小 中 大

コンクリート系
クラック 2㎜未満 2～5㎜未満 5㎜以上

58

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 水平移動 （２）

項目／程
度

小 中 大

水平移動 5㎜未満
の隙間（変位）

5㎜～50㎜
の隙間（変位）

50㎜以上
の隙間（変位）

伸縮目地の前後のずれで判断
59

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 不同沈下／目地開き（３）

項目／程度 小 中 大

不同沈下
／目地開き 5㎜未満の

目地の上下ずれ

左右の開き

5㎜～50㎜の

目地の上下ずれ

左右の開き

50㎜以上の

目地の上下ずれ

左右の開き

60

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 ハラミ （４）

項目／程度 小 中 大

ハラミ
小規模のハラミ及び中
抜け(積石が1～2個抜
け落ちる)

宅地地盤にテンション
クラック無し。円弧す
べりのおそれ無し

宅地地盤にテンション
クラック有り、円弧す
べりのおそれ有り

61

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



被害規模の定義

①宅地擁壁、②宅地擁壁と宅地、③宅地、④宅地に付随するのり面、⑤既存不適格擁壁、
⑥関連する建造物等の被害規模は、原則として以下のように定義する。

被害規模 被害状況の定義

小被害 変状を生じているが、その部分を補修することにより、その機能が回復するもの。

中被害 被害を受けており、補修または部分的な改修により、その機能が回復するもの。

大被害 致命的な打撃を受け、その機能を失っているもの。
また、復旧には全体の改修を要するもの。

注）

ここでいう機能とは、被災を受ける前に有していた機能や性能であり、近年要求されているような
耐震性などの高いレベルのものではない。また、ここでいう復旧とは、被災する前の保有する性
能まで回復させることをいう。

62

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

参考



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 前傾／倒壊 （５）

項目／程度 小 中 大

前傾／倒壊

擁壁が前面地盤に対
し垂直以下

(コンクリート系は

天端50㎜未満の前傾)

擁壁が前面地盤に対
し垂直以上

(コンクリート系は

天端50㎜以上の前傾)

擁壁が前傾倒壊して、
その機能を失ってい
る

63

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１３



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 折損（練石積）（６－１）

項目／程度 小 中 大

折損

（練石積）
クラックを境に

わずかに角度をな
している

クラックを境に明
らかに角度をなし
ており、抜石があ
り、裏込コンク
リートが見える

一見しても大である
と判るもの

64

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 折損（コンクリート系）（６－２）

項目／程度 小 中 大

折 損
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

クラックを境に

わずかに前傾して
いる

クラックを境に前
方に前傾している

クラックを境に前傾
している

又は、1㎜でもせん
断破壊があり、後傾
している

65

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４



表3-3 擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 崩壊 練石積,空石積擁壁(７)

項目／程度 小 中 大

崩 壊
中間辺りから上が

滑っている
基礎部を残して
滑っている

機能を果たして

いない

66

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 （８）

項目／程度 小 中 大

張出し床版付
擁壁の支柱
の損傷

支柱にひびが入って
いる

支柱のコンクリート
がはがれて鉄筋が
露出している

支柱にせん断破壊が
生じている

この写真は被災例で

はありません。
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４



表3-3 擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 排水施設の変状（９）

項目／程度 小 中 大

排水施設
の変状

天端排水溝にずれ、
欠損がある。又は天端
背面、舗装面にクラッ
クが見られる

左に加え、擁壁のク
ラック又は目地からの
湧水があり、ポット
ホールも見られる

水抜孔の詰まり、破損
があり、排水機能が失
われている
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１４



被災宅地危険度判定士養成講習会

手引き－１５

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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点 数
判定
区分

判 定（※要約）

0 無 危険性はないと考えられる

1～4.5点
未満

小
小さな傷害は補修、雨水侵入を防止すれば、
当面の危険性は少ない

4.5～8.5点
未満

中
変状は顕著、経過観察及び継続的に点検、必
要に応じ勧告、改善命令、防災工事の必要性
の要検討

8.5点以上 大
変状が特に顕著で危険、早急に勧告、改善命
令、防災工事の実施

調査済宅地

要注意宅地

危険宅地
70

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－１５

調査済宅地



Ｐａｒｔ Ⅳ： 宅地地盤・のり面の調査票

H16新潟県中越地震の被害 H28熊本地震の被害

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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72

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

危
険
度
判
定

宅地擁壁

基礎点

変状点

評価点
（基礎点＋変状最大値）

宅地地盤
評価点

（変状最大値＋加算点）

のり面

変状点

加算点

簡易記録
評価点０点
無被害

危険度を判定
簡易記録の採否は
実施本部が判断



のり面、自然斜面の危険度判定フロー

73

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－３９、５１

宅地地盤の危険度判定フロー



宅地地盤の調査表 手引き－１６、１７

74

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



宅地地盤の調査表 手引き－１６、１７
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



のり面・自然斜面の調査表 手引き－１６、１７
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



宅地地盤の変状の程度（大・中・小）の概要説明と配点

クラック 陥没 沈下 段差 隆起

手引き－１７

77

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅地地盤危険度評価項目の説明 （１）

項目／程度
小 中 大

クラック

3㎝未満 3～15cm未満
又は 複数

15㎝以上
又は 全面

１ ３ ５
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 （２）

項目／程度 小 中 大

陥 没
（深さ）

20㎝未満 20㎝～50cm未満 50㎝以上

２ ４ ６
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 （３）

項目／程度 小 中 大

沈 下
10cm未満 10～25㎝未満 25㎝以上

２ ４ ７
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅盤・のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （４）

項目／程度 小 中 大

段 差
20㎝未満 20～50㎝未満 50㎝以上

３ ５ ８

81 81

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 （５）

項目／程度 小 中 大

隆 起
20㎝未満 20～50㎝未満 50㎝以上

７ ８ ９
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 （６）

項目／程度 小 中 大

湧水・噴砂
湧水や噴砂の有無、液状化を確認する

大中小ではなく有無を確認し、１点数を加算

83

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



のり面・自然斜面の変状の程度（大・中・小）の概要説明と配点

84

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



のり面・自然斜面の変状の参考写真

クラック ハラミ・盤ぶくれ ガリー侵食 滑落・崩壊

のり面保護工の変状 排水施設の変状 落石・転石

85

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （１）

項目／程度 小 中 大

クラック
（幅）

3㎝未満又は単数 3～15cm又は複数 15㎝以上又は全面

１ ２ ３
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

判定マ－６２



項目／程度 小 中 大

ハラミ・
盤ぶくれ

10cm未満又は
1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10%未満

10～30cm未満又は
1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10～50％

30㎝以上又は
1宅地ごとの
のり面等に対し50%
以上

３ ４ ５
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （２）
判定マ－６２



項目／程度 小 中 大

ガリー浸食

クラックなどが誘
因となって雨滴に
よる浸食が現れは
じめた段階

のり面の表土が雨
裂に陥没するなど
放置していると被
害が広がるおそれ
のあるもの

洞穴状や滝壼状に
ガリーが進展して
家屋の基礎やのり
面等の下側に被害
を及ぼすような状
態

６ ７ ８
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （３）

判定マ－６２



表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （３）
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



項目／程度 小 中 大

滑落・崩落
部分的な表層す
べり、又はのり
面上部の小崩壊

表層すべりが進ん
でえぐり取られた
ような状態放置す
ると拡大するおそ
れのあるもの、又
はのり面中部まで
の崩壊

全面的なすべり崩
壊で、さらに拡大
のおそれがあるも
の、又はのり面底
部を含む全崩壊

７ ８ ９

90 90

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （４）
判定マ－６２



項目／程度 小 中 大

のり面保護

のり枠の間詰め
陥没。ｺﾝｸﾘﾄ吹付
工にわずかにﾃﾝ
ｼｮﾝｸﾗｯｸが見られ
るが吹付工のず
れは認められな
い程度

のり枠の部分的な
破損。又コンク
リート吹付工のク
ラック部分で陥
没・ずれが見受け
られる

のり枠の浮上り破
壊。ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工
のラス金鋼が露出
し、ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付面
にも破損が見受け
られる

７ ８ ９
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （５）
判定マ－６２
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （５）



項目／程度 小 中 大

排水施設
の変状

天端排水溝にず
れ、欠損がある又
は、天端背面、舗
装面にクラックが
見られる

左に加え、のり面の
クラック、又は目地
からの湧水がある

排水溝が破断沈下
するなど、排水機能
が失われている

３ ５ ７
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （６）

判定マ－６２



表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （６）
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被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会



項目／程度 小 中 大

のり面内の水道
管等の破裂

破裂して水が流出している

８

湧水・落石
転石

湧水・落石・転石の有無を確認する

大中小ではなく有無を確認し、１点数を加算

95

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会

表3-45 のり面・自然斜面の危険度評価項目の説明 （７）

判定マ－６２



点 数
判定
区分

判 定

0 無 防災上の問題はないと考えられる

1～3点 小 変状は見られるが当面は防災上の問題はない

4～7点 中
変状が著しく、当該住宅に立ち入る場合は、時間、
人数を制限するなど十分注意する。また、変状が進
行していれば避難も必要

8~10点 大
変状等が特に顕著で危険である。避難立入禁止措
置が必要

調査済宅地

要注意宅地

危険宅地

表3-33,3-46 宅地地盤・のり面の危険度判定区分

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
96

判定マ－４９、６３

調査済宅地



①緊急度

大 → すぐに措置が必要である

交通が困難、家屋の崩壊、二次災害が発生する可能性

中 → ある程度の日数は放置可能。やや交通困難、

財産の被害がみられ、長期間の放置は危険。

小 → ある程度の期間は放置可能。交通への支障小、

家屋被害小、構造物や人命への危険なし。

所見（記入者の意見）の記入
※無被害の場合は記載しなくて良い

②拡大の見込み

「拡大の見込み」の有無は、

危険度の評価、緊急度、現場の状況…ｅｔｃ

総合的に勘案して「評価」する。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－３



Ｐａｒｔ Ⅴ： その他

• 判定ステッカー

• その他

H16新潟県中越地震の被災宅地相談窓口

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
98



判定結果の表示

被災宅地危険度判定の結果は、下記の3種類の判定ステッカーを見えやすい

場所に表示し、当該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する
歩行者にも安全であるか否かを識別できるようにします。

また、判定ステッカーには、判定結果に基づく対処方法についての簡単な説明
や二次災害防止のための処置についても明示します。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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判定結果の表示

ステッカーには、下図に示すように以下の内容を簡潔に表示する。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
10

0

① 何が危険であるか
② 判定日時
③ 災害対策本部の連絡先



判定ステッカーの表示例

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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102



まず周囲を眺めます。

103

沈下
家屋変形

舗装
剥離
変状

家屋損傷

路面舗装変状
少し波打つ

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
103



104

沈下
２０cm

移動している

家が傾く
家が少し押
しつぶされ
ている

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
104



105

擁壁は
空石積み

擁
壁
高
さ

h=
1.
8
ｍ

家屋は
擁壁背面に近接

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔、湧水多い

擁壁は
はらんでいる
すべっている

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１６
（様式－２）

106

宅地地盤

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１７
（様式－２）

107

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
107



108

手引き－１６
（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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109

ここでは、

店先が全体的に沈下 ２０㎝ → 中

液状化と思われる 噴砂現象あり。

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・陥没

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
109



表3-24 宅地地盤の配点表

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅） １ ３ ５

2陥没（深さ） ２ ４ ６

3沈下（沈下量･規模） ２ ４ ７

4段差（段差量） ３ ５ ８

5隆起（隆起量・規模） ７ ８ ９

６湧水・噴砂

合計値

110

液状化による噴砂あり １点加算

５

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・液状化

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
110



111

変状形態と配点表

被害程度の判定値

手引き－１７（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
111

✓

５



被害の評価

112

• 変状点の合計値

• 点数範囲

• 判定区分

5

4～7点

変状等が著しく、当該宅地に
立ち入る場合は、時間、人
数を制限するなど十分注意
する。
変状が進行していれば避難
も必要。

中

要 注 意 宅 地

判定区分

中

点数範囲 4～7点

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１４
（様式－１）

113

宅地擁壁

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１５
（様式－１）

114

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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115

擁壁は
空石積み

擁
壁
高
さ

h=
1.
8
ｍ

家屋は
擁壁背面に近接

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔、湧水多い

擁壁は
はらんでいる
すべっている

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
115



116

手引き－１４

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
116



擁壁の危険度評価／擁壁の種類

117

• 判定マ－１８ 表３－６ 擁壁の種類

ここでは、空石積み擁壁に該当します

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
117



擁壁の危険度評価／擁壁の位置関係

118

• 判定マ－１３ 図３-１ 建物 道路との位置関係

影響範囲

１．７Ｈ

Ｈ

１．０Ｈ

重要度が高い

ここでは、ケースAに該当 します

家屋は
擁壁背面に近接

ケース 条 件

Ａ 影響範囲に建物または道路が存在する

Ｂ 影響範囲に建物または道路が存在しない

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
118



判定マ-１２ 表３-１

区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4
119

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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擁壁の危険度評価／湧水の状況

120

• 判定マー２０ 表３－７ 湧水の状況分類

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

湧水が確認されているので
にじみ出し・流出 に該当します。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
120



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4121

判定マ-１２ 表３-１

擁壁下湿潤状態
擁壁面に苔
湧水多い

0.8

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
121



擁壁の危険度評価／排水施設の状況

122

• 判定マー２２

表３－１０ 排水施設の設置状況分類表

水抜き穴も無く、
天端排水施設もありません

ので Ⅰ に該当します。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
122



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4
123

判定マ-１２ 表３-１

0.8

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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擁壁の危険度評価／擁壁の高さ

124

• 判定マ－２２ 表３－１３ 擁壁の高さ

擁
壁
高
さ

Ｈ
=1
.8
ｍ

1m＜H≦3m

に該当します。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
124



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

にじみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4

0.2

基礎点の合計＝０．８＋０．８＋０．２＝１．８

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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擁壁の特定～基礎点まで

126

手引き－１５
（様式－１）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
126

✓

1.8

✓
✓



擁壁は
空石積み 変状は、

はらみ → 小
すべり崩壊 →小

擁壁は
はらんでいる
滑べっている

擁壁の変状項目の採点

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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被害項目・被害の小・中・大

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
128



程度
空積み擁壁の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ

2水平移動 ６ ７ ９

3不同沈下･目地開き

4ハラミ ８ ９ １０

5傾斜･倒壊

6擁壁の折損

7崩壊 ８ ９ １０

8張出し擁壁支柱損傷

9基礎及び基礎地盤被害 １０

10排水施設の変状 ３ ５ ７

11背面の水道管破損等 １０

最大値 ８

ここでは、
変状点の最大値を
抽出する

→ ８点

判定マ-１４

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
129



変状形態と配点表

被害程度の判定値

手引き－１５（様式－１）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
130

✓

1.8 8

9.8



判定区分

大

被害の評価

• 基礎点

• 変状点

• 合計

1.8

8

＋

9.8

〓

点数範囲 ８．５以上

変状が特に顕著、危険な
住宅地。早急に所有者等
に対して勧告・改善命令が
必要。防災工を行う必要
がある。周辺に被害を及
ぼさないよう指導する。

危 険 宅 地

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
131



•宅地地盤の側面での判定 ５点

→ 判定区分 中

•宅地擁壁の側面での判定 ９．８点

→ 判定区分 大

同じ宅地でも評価するもので危険度の内容が

変わります。

危 険 宅 地

要注意宅地

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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宅地編／のり面編

133

危険度判定票を作成して
みよう



134

まず周囲を眺めます。

沈下１５cm程度

建物が少し
後傾している

3㎝未満の
クラックが複数

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
134



135

建物は明確
なクラックあ
りません

電柱が少し
傾いている

のり面が滑っ
ている

建物が動く
土が盛上がる

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１６
（様式－２）

宅地地盤

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１７
（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
137



138

手引き－１６
（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
138



139

ここでは、
建物表のアスファルト面に
３㎝未満のクラックが複数 → 中
１５㎝程度の沈下 → 中
建物は傾斜している
液状化はないようです

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・陥没

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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表3-24 宅地地盤の配点表

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅） １ ３ ５

2陥没（深さ） ２ ４ ６

3沈下（沈下量･規模） ２ ４ ７

4段差（段差量） ３ ５ ８

5隆起（隆起量・規模） ７ ８ ９

６湧水・噴砂

合計値 ４

変状点の最大値を抽出する → ４点

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・液状化

液状化による噴砂はなし ０点

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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変状形態と配点表

被害程度の判定値

手引き－１７（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
141

✓

４

✓



被害の評価

142

• 変状点の合計値

• 点数範囲

• 判定区分

変状等が著しく、当該宅地に
立ち入る場合は、時間、人
数を制限するなど十分注意
する。
変状が進行していれば避難
も必要。

要 注 意 宅 地

判定区分

中

点数範囲 4～7点

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
142

4

4～7点

中



手引き－１６
（様式－２）

のり面

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１７
（様式－２）

144

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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建物は明確
なクラックあ
りません

電柱が少し
傾いている

のり面が
滑っている

建物が動く
土が盛上がる

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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状況を図に落としてみます。

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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地震後は……

すべりが発生し
沈下した

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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手引き－１６（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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ここでの変状は、「滑落・崩壊」
規模は小さいが
全面的なすべり

程度 → 大

のり面自然斜面の危険度評価

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
149



程度
のり面自然斜面の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ １ ２ ３

2ﾊﾗﾐ・盤ぶくれ ３ ４ ５

3ガリー浸食 ６ ７ ８

4滑落・崩壊 ７ ８ ９

5のり面保護工の変状 ７ ８ ９

6排水施設の変状 ３ ５ ７

7のり面内の水道管等の破裂 ８

8湧水・落石・転石 湧水・落石がなく、加算点無し

最大値 ９

150

変状点の最大値を抽出する → ９点

判定マ-５０ 表3-34 のり面自然斜面配点表

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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変状形態と配点表 手引き－１７（様式－２）

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
151

✓
９

✓



被害の評価

• 変状点の合計値

• 点数範囲

• 判定区分

9

8～10点

大

判定区分

大

点数範囲 8～10点

変状等が特に顕著で危険
である。
立ち入り禁止措置が必要。

危 険 宅 地

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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•宅地の側面での判定 ４点

→ 危険度区分 中

•のり面の側面での判定 ９点

→ 危険度区分 大

このように、同じ宅地でも評価するもので危険度
の内容が変わります。

危 険 宅 地

要注意宅地

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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明らかに大規模・危険と判断出来る例

154

長岡市高町団地

柏崎市山本地区

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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明らかに大規模・危険と判断出来る例

155

福島市あさひ台

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
155



最後に
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万が一に備え、十分な準備を！
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会


